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泉崎村役場
庁舎　上棟式

　今年4月より進めてまいりました役場庁舎の建設工事は、くい打
ち・基礎工事・鉄骨組み立て等と進み上棟の運びとなり、8月27日
建設地において上棟式が行われました。
　式では、村長と設計の㈲タック構造設計代表取締役髙桑正晴氏、
施行業者の隂山建設㈱代表取締役隂山正弘氏が一緒に槌打ち儀を行
い、棟上げの喜びと、今後の工事の安全を祈りました。
　式終了後には、村長ら８名が正面玄関上部足場に上がり、直売所
の皆さんのご協力により出来上がりました餅による餅まきを行い、
泉崎幼稚園児や地域の方々が餅拾いに参加し、楽しい行事となりま
した。
　今後、防水工事・外壁工事・内装工事等を進め、年度末引っ越し
を目指します。
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平
成
27
年
度
県
南
地
方
総
合
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
６
日
㈰
、
泉
崎
中
学
校

周
辺
に
お
い
て
平
成
27
年
度
県

南
地
方
総
合
防
災
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

泉
崎
村
で
は
本
訓
練
に
お
け

る
テ
ー
マ
を
「
協
働
」
と
掲
げ
、

各
訓
練
を
住
民
・
行
政
・
関
係

機
関
が
連
携
し
て
行
う
こ
と
に

重
点
を
置
き
ま
し
た
。
各
市
町

村
の
関
係
者
や
消
防
団
、
消
防

署
、
自
衛
隊
、
警
察
、
泉
崎
中

学
校
、
自
治
会
な
ど
総
勢
約
700

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
台
風
に
よ
る
大

雨
で
土
砂
災
害
の
危
険
性
が
高

ま
る
中
で
大
規
模
地
震
が
発
生

し
た
と
い
う
こ
と
を
想
定
し
、

学
校
避
難
訓
練
や
倒
壊
建
物
か

ら
の
救
護
・
応
急
手
当
訓
練
、

建
物
火
災
消
火
訓
練
、
交
通
事

故
救
急
訓
練
な
ど
を
行
い
、
実

際
の
災
害
時
に
お
け
る｢

動
き｣

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
泉
崎
中
学
校
の
全
生

徒
も
参
加
し
、
避
難
訓
練
の
ほ

か
炊
き
出
し
や
清
掃
な
ど
の
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
体
験

し
ま
し
た
。

　

訓
練
参
加
者
は
有
事
に
備
え

き
び
き
び
と
訓
練
に
取
り
組
み
、

す
べ
て
の
訓
練
項
目
を
無
事
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

訓
練
に
参
加
し
た
皆
様
、
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と
消
防
団
に
よ
る
林
野
火
災
消
火

一
斉
放
水
訓
練

自衛隊指導による中学生のテント
設営訓練

中学校屋外避難訓練 災害対策本部設置訓練

要援護者救助・トリアージ訓練

障害物撤去訓練

建物火災消火訓練

車両排除訓練

倒壊建物からの救護・応急手当訓練
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俚
謡
　
野
ば
ら

卯
木
は
小
豆
野
ば
ら
が
吹
け
ば

大
豆
を
蒔
け
と
言
い
伝
うツ

ヤ
子

野
ば
ら
が
咲
い
た
ピ
ン
ク
の
小

花
里
の
小
道
に
咲
き
誇
る

道
子

白
い
野
ば
ら
は
情
熱
宿
る
散
ら

ず
に
お
く
れ
何
時
ま
で
も

節
子

可
愛
い
野
ば
ら
咲
く
散
歩
道
童

は
見
た
り
と
歌
う
孫

光
子

緑
の
森
に
郭
公
鳴
い
て
野
ば
ら

の
香
る
里
に
居
る

昭
子

風
も
爽
や
か
峠
路
行
け
ば
野
ば

ら
一
輪
咲
き
誇
る

幸
子

貴
女
の
一
生
振
り
か
え
見
れ
ば

野
ば
ら
の
如
く
ひ
そ
と
咲
く典

邦

初
夏
の
陽
差
し
に
野
ば
ら
が
咲

い
て
香
り
豊
か
な
野
の
小
道汀

舟

川
柳
　
歩
巾

齢
と
共
急
げ
は
歩
巾
き
つ
く
な

る

ツ
ヤ
子

人
生
の
歩
巾
を
計
り
身
を
正
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
子

今
日
も
又
歩
巾
を
合
す
目
的
地

節
子

夫
婦
と
は
歩
巾
が
合
う
て
今
が

あ
る

光
子

我
が
余
生
自
分
の
歩
巾
で
生
き

て
ゆ
く

昭
子

年
と
共
夫
婦
の
歩
巾
乱
れ
が
ち

幸
子

今
日
も
又
歩
巾
を
合
わ
す
夫
が

居
る

典
邦

原
点
に
戻
わ
ば
楽
に
な
る
歩
巾

汀
舟

寄
川
一
自
治
会
住
民
と
消
防
署
に
よ
る
交
通
事
故
救
急
救
助
訓
練

1.NTT東日本による衛星通信車両及び
非常用公衆電話の設置・展示訓練。2.管
工事組合事業者による仮設トイレ設置訓
練。3.東北電力による非常用電源車両設
置・展示訓練。4.自衛隊大型炊飯車両に
よる700人分の炊飯訓練。5.NTTドコ
モによる緊急通信車両設置・展示訓練。
6. 消防署による救急救護関連展示啓発
訓練。7.消防署によるはしご車展示訓練。
8.泉崎赤十字奉仕団による700人分の
炊き出しカレー調理と中学生による配膳
訓練。

成
人
学
級
　
文
芸
ク
ラ
ブ

1

2 3 4 5

6 7 8
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泉
崎
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン
記
念
大
会

　

８
月
28
日
㈮
村
民
の
健
康
維

持
増
進
及
び
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と

観
光
振
興
を
目
的
と
し
た
泉
崎

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
正
式
オ
ー

プ
ン
し
、
セ
レ
モ
ニ
ー
と
記
念

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
福
島
県
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
連
合
会
長
を

は
じ
め
、
地
権
者
、
工
事
関
係

者
ら
約
20
人
が
出
席
。

　

久
保
木
村
長
が
「
今
年
度
中

に
日
本
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
の

公
認
コ
ー
ス
の
取
得
を
し
た
い
、

観
光
交
流
人
口
の
増
加
で
地
区

の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

記
念
大
会
に
は
男
性
71
人
、

女
性
49
人
が
参
加
し
、
戦
略
的

な
コ
ー
ス
で
草
木
の
緑
を
満
喫

し
な
が
ら
、
個
人
戦
の
順
位
を

競
い
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
優
勝
を
飾
っ

た
羽
生
澄
孝
さ
ん(

ス
コ
ア
58)

ほ
か
上
位
入
賞
者
を
久
保
木
村

長
が
表
彰
し
好
成
績
を
た
た
え

ま
し
た
。

　

利
用
時
間
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で
。
利
用
料
金
は

一
般
が
500
円
。
定
休
日
は
木
曜

日
。
問
い
合
わ
せ
は
泉
崎
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
☎
０
２
４
８
・
５

３
・
４
１
４
１
へ
。

　

敬
老
会
は
、
９
月
12
日
㈯
に

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
約
500
名
が
出
席
し
ま

し
た
。
式
典
は
、
県
議
会
議
員

を
は
じ
め
、
福
島
民
報
社
・
福

島
民
友
新
聞
社
支
社
長
ほ
か
、

村
議
会
議
員
、
民
生
児
童
委
員

や
各
種
団
体
の
代
表
な
ど
の
来

賓
を
迎
え
盛
大
に
開
か
れ
ま
し

た
。

　

は
じ
め
に
、
今
年
度
新
た
に

招
待
者
と
な
っ
た
70
歳
以
上
の

方
、
米
寿
、
金
婚
夫
婦
該
当
の

方
が
紹
介
さ
れ
、
該
当
さ
れ
た

方
々
に
、
久
保
木
村
長
よ
り
慶

賀
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
福
島
民
報
社
か
ら
は
、

し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
に
対
し
慶

賀
状
と
夫
婦
茶
碗
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

来
賓
祝
辞
で
は
、
戦
後
の
苦

難
な
時
代
を
乗
り
越
え
て
こ
ら

れ
た
方
々
に
御
礼
と
感
謝
の
言

葉
が
述
べ
ら
れ
、
村
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
長
の
緑
川
武
男
さ
ん

が
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
最
後
に
、
久
保
木
村
長
の

か
け
声
で
万
歳
三
唱
式
を
終
え

る
と
祝
宴
に
移
り
、
お
笑
い
コ

ン
ビ
「
ハ
チ
ク
ミ
」
に
よ
る
公

演
「
笑
作
り
」
や
二
小
の
合
唱
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ホールインワンを狙う参加者

パットを決める久保木村長

フラダンス
「すみれ会」の「花は咲く」

久保木村長による万歳三唱

二小２・３年生の合唱
「あの青い空のように」など

中学校器楽部の
「管弦セレナーデ」

お笑いコンビ「ハチクミ」
右は関和久出身の井上さん
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調
査
票
の
提
出
は
お
済
み
で
す
か

　

国
勢
調
査
は
、
平
成
27
年
10

月
１
日
現
在
、
日
本
に
住
ん
で

い
る
す
べ
て
の
人
及
び
世
帯
が

対
象
で
す
。

　

平
成
27
年
国
勢
調
査
は
、
少

子
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
日
本

の
未
来
を
描
く
上
で
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
デ
ー
タ
を
得
る
た

め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

調
査
結
果
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

法
令
に
そ
の
利
用
が
定
め
ら
れ

て
い
る
ほ
か
、
社
会
福
祉
、
雇

用
政
策
、
生
活
環
境
の
整
備
、

防
災
対
策
な
ど
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま

す
。

　

調
査
票
に
は
、
あ
な
た
の
世

帯
の
世
帯
員
を
も
れ
な
く
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

　

記
入
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、

調
査
員
に
直
接
提
出
い
た
だ
く

か
、
調
査
票
と
一
緒
に
お
配
り

し
た
郵
送
提
出
用
の
封
筒
に
入

れ
て
郵
送
で
ご
提
出
い
た
だ
け

ま
す
。

　

万
一
、
調
査
票
が
届
い
て
い

な
い
場
合
は
、
総
務
課
総
務
グ

ル
ー
プ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※おかけ間違いのないようにご注意ください。
※ナビダイヤルの通話料金は，一般の固定電話の場合，全国一律
で市内通話料金でご利用いただけます。携帯電話・PHSの場合は，
それぞれ所定の通話料金となります。※IP電話用電話番号の通話料
金は，所定の通話料金となります。

■設置期間／平成27年8月24日から10月31日まで
■受付時間／午前8時～午後9時(土・日・祝日にもご利用になれます)

　

10
月
31
日
㈯
～
11
月
１
日
㈰

に
泉
崎
村
中
央
公
民
館
に
お
い

て
「
第
41
回
泉
崎
村
村
民
文
化

祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

文
化
祭
は
学
童
を
は
じ
め
広

く
村
民
の
皆
さ
ま
の
絵
画
や
書

道
、
手
作
り
工
芸
品
な
ど
多
数

展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
婦

人
団
体
連
絡
協
議
会
に
よ
る
バ

ザ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
・
国
際
交
流
協
会
に
よ
る

出
展
、
福
祉
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

健
康
福
祉
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
開

催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

　

村
中
央
公
民
館

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
２
５
８

平
成
28
年
度
使
用
教
科
用
図
書

採
択
に
係
る
公
表
に
つ
い
て

　

西
白
河
・
東
白
川
採
択
地
区

協
議
会
規
約
第
17
条
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
教
科
用
図
書
採
択

に
係
る
諸
書
類
を
公
表
し
ま
す
。

１　

公
表
す
る
書
類

①
採
択
す
る
教
科
書
名
（
平
成

28
年
度
使
用
教
科
用
図
書
一
覧

表
『
小
学
校
・
中
学
校
』
及
び

平
成
28
年
度
使
用
学
校
教
育
法

附
則
第
９
条
に
基
づ
く
一
般
図

書
一
覧
表
）

②
教
科
用
図
書
採
択
理
由
書

（
中
学
校
）

③
調
査
研
究
資
料
（
中
学
校
全

種
目
）

④
採
択
地
区
協
議
会
規
約

⑤
採
択
地
区
協
議
会
組
織
（
選

定
委
員
会
は
非
公
開
）

⑥
採
択
地
区
協
議
会
議
事
録

（
発
言
者
氏
名
は
非
公
開
）

⑦
平
成
28
年
度
使
用
教
科
用
図

書
西
白
河
・
東
白
川
採
択
地
区

教
科
用
図
書
選
定
基
準

２　

公
表
の
場
所

　

泉
崎
村
教
育
委
員
会

３　

公
表
期
間

　

平
成
27
年
９
月
１
日

　
　
　

～
平
成
28
年
８
月
31
日

４　

公
表
の
方
法

「
閲
覧
」
・
「
写
し
の
交
付
」

　

教
育
課
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
３
３

｢

サ
ン
・
コ
ー
ポ
ラ
ス
泉
崎｣

入
居
者
募
集
に
つ
い
て

　

村
で
は
、
「
サ
ン
・
コ
ー
ポ

ラ
ス
泉
崎
」
の
入
居
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

入
居
希
望
者
ま
た
は
、
検
討

さ
れ
て
い
る
方
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
見
学
も
随
時
受

付
け
て
お
り
ま
す
。

〇
所
在
地　

泉
崎
村
大
字
泉
崎

字
谷
地
久
保
50
番
地
４

〇
名
称　

泉
崎
村
定
住
促
進
住

宅｢

サ
ン
・
コ
ー
ポ
ラ
ス
泉
崎｣

〇
住
戸
形
態

　

３
Ｄ
Ｋ
（
５
３
．
０
８
㎡
）

〇
構
造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
５
階
建

〇
入
居
資
格

　

同
居
親
族
が
あ
る
こ
と
、
世

帯
の
合
算
所
得
が
月
額
13
万
円

以
上
で
あ
る
こ
と
、
市
町
村
民

税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
、

入
居
希
望
者
及
び
同
居
者
が
暴

力
団
員
で
な
い
こ
と
。

〇
家
賃　

３
５
，
３
０
０
円

※
15
歳
以
下
の
同
居
扶
養
者
が

い
る
場
合
や
四
階
・
五
階
の
入

居
の
場
合
、
家
賃
の
減
額
措
置

が
あ
り
ま
す
。

〇
共
益
費　

５
，
４
９
０
円

〇
ガ
ス　

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

〇
そ
の
他　

駐
車
場
及
び
駐
輪

場
あ
り

　

事
業
課
建
設
水
道
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
１
１
４

〈国勢調査コールセンター〉

０５７０ｰ０７ｰ２０１５ ※IP電話の場合
03-4330-2015

村
民
文
化
祭

問

問

問



広報
いずみざき ６

　泉崎村の小中学生は、地域柄、将来の自分をみつめる情報や機会に恵まれにくい環境にある。そのために、
同じ中学校を卒業された先輩を母校にお呼びして、先輩が職業を選択するまでの経過や人生観を伺い、小中
学生のころの過ごし方や「部活動」と「受験勉強」を両立させた工夫などを紹介していただき、生徒達の若
き心への励みとするもの。昨年は外務省 経済局国際貿易課 外務事務官の小松歩太氏により、『社会人と学
生の違い』『挨拶や仲間の大切さ』『夢から逃げない気づき』など、若さと元気が溢れる講演が行われた。
　今年度は、９月８日（火）同校体育館にて、平成１３年度卒の白河消防署消防副士長　中野目雄基氏によ
る教育講演会が行われました。『意志あるところに道は開け
る』(自分の心の奥から湧き出す力を信じて)と題して、○自
分の意志、思いをしっかり持つこと。○夢や希望を常に持ち
続け諦めないこと。○学校とか職業とかイメージだけで、自
分の人生という道を決めてはいけない。
　物事というのは、自分でやってみないと、見てみないと分
からない。自分の意志で動くことも自分の意見を伝えること
も『すべてが大切な行動』。人から指示された人生を歩むの
ではなく、自分で決めた人生を歩んで欲しい。端からみてど
うこうではない、自分がどうしたいかを大切にすること。人生はやってみて失敗もする時もあるが、人は失
敗を繰り返して成功する術を見つけていくもの、それらがあって成功できるようになる。しかし、その失敗
は他人が決めたことだと何も得ることができない。
※自分の意志で決めて行動した時、必ず道が開かれる。泉崎中のみなさん自分を信じて頑張ってください。
　質疑応答が多くあり、『宿直の食事は何を作るのですか』『防護服の重さ』『どうやって身体を鍛えているので
　すか』など、母校の生徒たちと生徒・教職員・保護者を含め約300名の和やかな教育講演会となりました。

　キャリア教育は、子ども・若者のキャリア発達を支援し、それぞれにふさわしいキャリアを形成していく
ために必要な能力や態度を育てることを目指すものである。そのため、小・中・高等学校において継続的・
発展的な取組が求められるとともに、地域や学校・学科などの特色や児童生徒の実態を踏まえながら実施す
ることが重要である。そこで、専門高校と小・中学校間においてキャリア教育に関する児童生徒相互の取組
を深める機会や場を設定するとともに、教員相互によるキャリア教育に関わる情報交換などを通して、専門
高校（白河実業高５科）と村内小中学校と連携したキャリア教育を実施しました。

キャリア教育（ようこそ先輩）‼

「専門高校と小・中学校のキャリア教育連携事業」を実施‼
　～平成２７年度次世代のふくしまを担う人材育成事業～

小中学校キャリア教育の推進（泉崎村教育委員会）

ようこそ先輩(教育講演会)

農商工体験

ようこそ先輩(教育講演会)
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全
日
本
軟
式
女
子
野
球
全

国
大
会
へ
出
場

　

８
月
８
日
㈯
か
ら
埼
玉
県

上
尾
市
で
開
催
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ

Ｂ
ガ
ー
ル
ズ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

２
０
１
５
泉
崎
第
二
小
学
校

の
田
崎
杏
美
さ
ん(

６
年)

と

鈴
石
葵
さ
ん(

５
年)

が
福
島

県
代
表
チ
ー
ム
「
ス
マ
イ
ル

ふ
く
し
ま
Ｇ
Ｂ
Ｃ
」
の
一
員

と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

元
泉
崎
村
議
会
議
員
鈴
木

俊
貞
さ
ん
旭
日
単
光
章
伝

達
式

　

９
月
17
日
㈭
役
場
議
場
に

お
い
て
元
泉
崎
村
議
会
議
員

鈴
木
俊
貞
氏
に
旭
日
単
光
章

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
氏
は
平
成
３
年
10
月

１
日
か
ら
３
期
12
年
の
永
き

に
わ
た
り
在
職
し
、
議
会
の

円
滑
な
運
営
に
尽
力
し
、
ま

た
、
役
場
職
員
と
し
て
の
功

績
や
、
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
長
と
し
て
の
功
績
に

よ
り
、
88
歳
の
誕
生
日
に
併

せ
て
贈
ら
れ
ま
す
。

　

小
檜
山
均
県
南
地
方
振
興

局
長
か
ら
勲
記
と
勲
章
を
手

渡
さ
れ
、
立
ち
会
っ
た
久
保

木
村
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。

大
舞
台
を
頑
張
り
ま
し
た

　

泉
崎
中
学
校
２
年
生
の
田

崎
紗
弥
香
さ
ん
は
、
８
月
８

日
㈯
東
京
都
江
戸
川
区
球
場

で
開
催
さ
れ
た
全
日
本
女
子

軟
式
野
球
学
生
選
手
権
大
会

（
中
高
生
の
部
）
に
、
福
島

県
代
表
「
福
島
ピ
ー
チ
ガ
ー

ル
ズ
」
の
チ
ー
ム
の
一
員
と

し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

初
の
全
国
大
会
で
、
15
チ

ー
ム
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
試
合

で
東
京
都
町
田
市
代
表
の
オ

リ
オ
ー
ル
ズ
レ
デ
ィ
ー
ス
に

勝
利
し
て
、
ベ
ス
ト
８
の
素

晴
ら
し
い
成
績
を
果
た
し
ま

し
た
。

　

紗
弥
香
さ
ん
は
、
こ
れ
か

ら
も
練
習
を
続
け
て
福
島
県

代
表
に
な
り
た
い
と
強
い
意

気
込
み
を
話
し
て
い
ま
す
。

い
ず
み
ざ
き
婦
人
会

烏
峠
の
清
掃
作
業
を
実
施

　

８
月
29
日
㈯
の
早
朝
か
ら
、

い
ず
み
ざ
き
婦
人
会
の
皆
さ

ん
が
、
烏
峠
の
清
掃
作
業
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
清
掃
に
は
白
河
農

業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合

長
を
始
め
、
泉
崎
支
所
の

皆
さ
ん
が
参
加
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

小
雨
の
中
、
参
道
や
円

満
平
の
草
刈
り
や
ゴ
ミ
拾

い
な
ど
の
作
業
を
中
心
に

ト
イ
レ
や
駐
車
場
な
ど
も

清
掃
し
て
い
た
だ
き
大
変

き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

い
ず
み
ざ
き
婦
人
会
並

び
に
Ｊ
Ａ
し
ら
か
わ
泉
崎

支
所
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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学
校
保
健
委
員
会
の
開
催

　

８
月
24
日
㈪
に
泉
崎
第
二

小
学
校
に
お
い
て
、
教
育
委

員
会
関
係
者
・
各
学
校
関
係

者
・
学
校
医
・
村
保
健
師
・

保
護
者
等
を
対
象
に
「
平
成

27
年
度
泉
崎
村
学
校
保
健
委

員
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　

今
年
度
か
ら
テ
ー
マ
を

「
泉
崎
っ
子
望
ま
し
い
メ
デ

ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
育
成

を
め
ざ
し
て
」
と
題
し
、
児

童
生
徒
の
生
活
習
慣
に
つ
い

て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
報

告
や
メ
デ
ィ
ア
の
中
の
幼
児

・
児
童
・
生
徒
が
係
わ
る
問

題
点
に
つ
い
て
の
各
学
校
で

の
取
り
組
み
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
募
集
し
た

メ
デ
ィ
ア
の
標
語
コ
ン
ク
ー

ル
の
受
賞
者
へ
の
表
彰
を
行

い
ま
し
た
。

　

受
賞
者
及
び
作
品
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
最
優
秀
賞
】

「
気
を
つ
け
て　

無
料
ア
プ

リ
に　

落
と
し
穴
」

中
目
知
希
（
一
小
６
年
）

「
テ
レ
ビ
よ
り　

わ
た
し
の

一
日　

聞
く
家
族
」

鈴
木
穂
乃
花
（
二
小
２
年
）

「
ゲ
ー
ム
よ
り　

マ
マ
の
顔

見
て　

き
れ
い
で
し
ょ
」

高
久
将
太
（
中
学
１
年
）

【
優
秀
賞
】

「
見
直
そ
う　

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の　

使
い
方
」

高
田
蒼
衣
（
一
小
６
年
）

「
ノ
ー
メ
デ
ィ
ア　

一
家
団

ら
ん　

い
い
笑
顔
」

瀧
川
萌
音
（
二
小
５
年
）

「
見
つ
け
よ
う　

メ
デ
ィ
ア

以
外
の　

楽
し
さ
を
」

中
目
雄
麻
（
中
学
２
年
）

【
佳
作
】

「
あ
な
た
の
話
し
相
手
は

ゲ
ー
ム
な
の
？　

顔
合
わ
せ

て
話
そ
う
よ
！
」

有
賀
陽
翔
（
一
小
５
年
）

「
目
を
見
て
ね　

画
面
を
見

な
い
で　

伝
え
よ
う
」

関
根
碧
（
二
小
４
年
）

「
ネ
ッ
ト
で
の　

見
え
な
い

相
手　

あ
な
た
を
見
て
い
る｣

菊
地
咲
翔
（
中
学
２
年
）

教
育
講
演
会
開
催

　

８
月
24
日
㈪
、
第
二
小
学

校
に
お
い
て
教
育
講
演
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

演
題
は
「
大
人
の
知
ら
な

い
ネ
ッ
ト
い
じ
め
」
と
題
し

て
、
講
師
に
全
国
Ｗ
ｅ
ｂ
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協
議
会
理
事

長
安
川
雅
史
氏
を
招
き
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
、
ネ
ッ
ト
い
じ
め
に

よ
る
被
害
、
不
登
校
、
ひ
き

こ
も
り
、
問
題
行
動
を
起
こ

し
た
ら
ど
う
対
処
し
た
ら
よ

い
の
か
、
家
庭
と
学
校
の
両

面
か
ら
事
例
を
交
え
て
わ
か

り
や
す
く
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

通
学
路
安
全
推
進
会
議

を
開
催

　

８
月
28
日
㈮
に
村
内
の

通
学
路
の
点
検
と
安
全
対

策
を
協
議
す
る
通
学
路
安

全
推
進
会
議
が
開
催
さ
せ

ま
し
た
。

　

各
小
学
校
か
ら
出
さ
れ

た
通
学
路
危
険
個
所
ア
ン

ケ
ー
ト
を
基
に
現
地
調
査

を
行
い
今
後
の
対
策
を
協

議
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
国
土
交

通
省
郡
山
国
道
事
務
所
、

福
島
県
県
南
建
設
事
務
所
、

白
河
警
察
署
、
村
交
通
安

全
協
会
、
各
小
学
校
等
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

協
議
結
果
は
後
日
各
小

学
校
へ
報
告
さ
れ
ま
す
。

TEL&FAX  52 -3044
〒96１-０１０２ 中島村大字滑津字背戸原西1-47

白河装美　白河装美　ハウスクリーニング

お客様の喜び
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福
島
県
下
中
学
校
英
語
弁

論
大
会
へ

　

８
月
28
日
㈮
に
開
催
さ
れ

た
東
西
し
ら
か
わ
中
学
校
英

語
弁
論
大
会
に
出
場
し
た
三

村
竜
生
君
（
３
年
）
、
三
村

友
里
菜
さ
ん
（
１
年
）
は
、

暗
唱
の
部
で
竜
生
君
が
１
位
、

友
里
菜
さ
ん
が
２
位
に
な
り
、

兄
妹
そ
ろ
っ
て
い
わ
き
市
で

９
月
11
日
㈮
に
開
催
さ
れ
た

県
大
会
へ
出
場
し
ま
し
た
。

民
生
児
童
委
員
と
懇
談

　

８
月
25
日
㈫
泉
崎
村
民
生

児
童
委
員
協
議
会
の
定
例
会

に
先
立
ち
、
村
長
と
の
懇
談

会
が
行
わ
れ
、
新
庁
舎
建
設

の
進
捗
状
況
や
教
育
・
福
祉

な
ど
村
政
の
現
況
や
今
後
の

考
え
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

し
た
。

中
学
校
特
設
合
唱
部　

県

大
会
出
場

　

８
月
21
日
㈮
に
西
白
河
小

中
学
校
音
楽
祭
（
合
唱
）
に

参
加
し
た
泉
崎
中
特
設
合
唱

部
は
、
県
大
会
推
薦
校
３
校

の
う
ち
の
一
校
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

県
大
会
は
、
８
月
27
日
㈭

に
郡
山
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
銀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

支
部
対
抗
綱
引
大
会

　

９
月
５
日
㈯
農
業
者
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
支
部
対
抗
綱
引
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

第
46
回
男
子

優　

勝　

北
平
山
支
部

準
優
勝　

原
支
部

３　

位　

関
和
久
支
部

３　

位　

踏
瀬
支
部

第
34
回
女
子

優　

勝　

関
和
久
支
部

準
優
勝　

北
平
山
支
部

３　

位　

踏
瀬
支
部

県
南
自
動
車
学
校
杯
Ｇ

・
Ｇ
大
会
泉
崎
予
選
会

　

８
月
25
日
㈫
八
雲
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

会
員
49
名
が
参
加
し
、

本
戦
出
場
を
目
指
し
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

団
体

優　

勝　

宿
舘

準
優
勝　

八
雲

第
３
位　

峠

個
人
（
男
子
）

優　

勝　

志
賀
博

準
優
勝　

小
林
力

第
３
位　

小
山
田
豊
和

個
人
（
女
子
）

優　

勝　

小
林
信
子

準
優
勝　

松
田
カ
ツ
子

第
３
位　

小
林
貞
子
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大
人
の
趣
味
ク
ラ
ブ

　

９
月
６
日
㈰
中
央
公
民
館

主
催
事
業
、
第
２
回
大
人
の

趣
味
ク
ラ
ブ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
は
山
形
県
南
陽
市
へ

出
か
け
、
須
藤
ぶ
ど
う
酒
工

場
（
紫
金
園
）
で
手
づ
く
り

ワ
イ
ン
作
り
を
体
験
し
ま
し

た
。
手
づ
く
り
ワ
イ
ン
は
１

人
２
㎏
の
ぶ
ど
う
を
収
穫
し

た
後
、
手
を
使
っ
て
ぶ
ど
う

エ
キ
ス
を
絞
り
取
る
作
業
を

数
十
回
繰
り
返
し
、
最
後
は

皮
だ
け
が
残
る
ま
で
こ
の
作

業
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
後
オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ
ベ

ル
を
作
成
し
、
世
界
に
た
っ

た
一
本
の
手
づ
く
り
ワ
イ
ン

を
仕
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
約
３
ヶ
月
熟
成

さ
せ
、
美
味
し
い
ワ
イ
ン
が

完
成
す
る
の
は
12
月
中
旬
く

ら
い
に
な
る
予
定
で
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
ワ
イ
ン

作
り
が
こ
ん
な
に
大
変
だ
と

は
思
わ
な
か
っ
た
が
、
出
来

上
が
り
が
楽
し
み
だ｣

「
普

段
経
験
出
来
な
い
こ
と
を
体

験
で
き
、
と
て
も
楽
し
か
っ

た
」
「
お
互
い
協
力
し
一
つ

の
物
を
完
成
さ
せ
た
の
で

多
く
の
人
と
交
流
が
出
来
、

仲
間
の
和
が
広
が
っ
た
」

と
い
う
感
想
も
聞
か
れ
ま

し
た
。

出
前
教
室

　

中
央
公
民
館
で
は
児
童

た
ち
に
、
色
々
な
体
験
の

中
で
感
動
・
充
実
感
・
満

足
感
を
実
感
さ
せ
、
自
信

や
夢
、
希
望
を
持
つ
た
め

の
「
学
び
の
場
」
と
し
て

出
前
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
９
月
11
日
㈮
に

は
第
二
小
学
校
の
低
学
年

(

１
年
生
～
３
年
生)

の
希

望
者
29
名
を
対
象
に
「
デ

コ
パ
ー
ジ
ュ
」
（
手
作
り

バ
ッ
ク
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
西
川
道
子
先
生

（
石
川
町
在
住
）
に
指
導
い

た
だ
き
な
が
ら
、
デ
コ
パ
ー

ジ
ュ
作
り
に
取
り
組
む
児
童

た
ち
は
真
剣
そ
の
も
の
で
し

た
。

　

児
童
の
作
品
一
つ
一
つ
に

は
個
性
が
輝
き
、
世
界
に
た

っ
た
一
つ
し
か
な
い
大
切
な

宝
物
が
出
来
、
満
足
感
あ
ふ

れ
る
笑
顔
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

瀬
上
・
花
愛
好
会
が
国
土

交
通
大
臣
表
彰
を
受
け
ま

し
た

　

平
成
元
年
よ
り
現
在
ま
で
、

県
道
泉
崎
―
塙
線
の
道
路
沿

線
約
500
ｍ
に
わ
た
り
花
の
植

栽
活
動
を
行
っ
て
い
る
瀬
上

・
花
愛
好
会
が
国
土
交
通
大

臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

表
彰
式
に
は
、
会
を
代
表

し
て
岡
部
ミ
ト
リ
さ
ん
と
鈴

木
文
子
さ
ん
が
出
席
し
、
表

彰
状
と
記
念
品
を
受
け
取
り

ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
岡
部
さ
ん

よ
り
「
こ
の
表
彰
を
糧
に
し

て
活
動
を
続
け
る
と
と
も
に

次
世
代
に
も
継
承
し
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。

Information
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泉
崎
村
議
会
議
員
10
名
決
ま
る

　

任
期
満
了
に
伴
う
泉
崎
村
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
、
９
月
15
日
㈫
に
告
示
さ
れ
定
数
10
名
の
と

こ
ろ
12
名
が
立
候
補
し
５
日
間
の
選
挙
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

投
開
票
は
、
９
月
20
日
㈰
に
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
左
記
の
10
名
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
27
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
９
月
30
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

当
選
証
書
附
与

　

９
月
21
日
㈪
、
役
場
議
場
に

お
い
て
当
選
証
書
附
与
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
佐
川
博
孝
選
挙
管

理
委
員
会
委
員
長
が
「
選
挙
戦

お
疲
れ
様
で
し
た
。
ま
た
ご
当

選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
貴
重
な
一
票
を
投
じ

て
く
れ
た
村
民
の
代
弁
者
と
し

て
、
泉
崎
村
が
更
な
る
発
展
を

遂
げ
る
た
め
、
手
腕
を
大
い
に

発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。
」
と
挨
拶
、
続
い
て
、
当

選
者
一
人
一
人
に
当
選
証
書
が

付
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
村
長
か
ら
は
「
多
く

の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
共
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」
と
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

結果 候補者名 得票数

当選 中野目まさはる 508 .534
当選 白石　正雄 478
当選 岡部　英夫 415
当選 ひちわ　良子 368
当選 鈴木　清美 352 .548
当選 田﨑　能信 352
当選 星　　　一 338
当選 鈴木　もりとし 290 .451
当選 小林　かつえ 261
当選 ひろせ　英一 201
次点 菊地　まさはる 154 .465
次点 小針　辰男 126

岡
部　

英
夫

65
歳
（
現
）
自
営
業

田
﨑　

能
信

77
歳
（
新
）
無
職

小
林　

勝
衛

70
歳
（
現
）
農
業

白
石　

正
雄

65
歳
（
現
）
農
業

鈴
木　

清
美

66
歳
（
現
）
自
営
業

鈴
木　

盛
利

68
歳
（
現
）
農
業

中
野
目
正
治

60
歳
（
現
）
会
社
役
員

飛
知
和　

良
子

71
歳
（
現
）
無
職

星　
　
　

一

66
歳
（
現
）
農
業

廣
瀬　

英
一

57
歳
（
現
）
建
築
設
計
士

（
写
真
…
上
段
か
ら
右
側
か
ら

　
　
　
　

左
側
へ
得
票
順
）

当日有権者投票状況

今回の投票率74.78％は、平成２３年に行われた前回の選挙での投票率79.43％に比べ4.65ポイント低下
し、議会議員一般選挙で最低となりました。

投票区
当日有権者数 投票者数計 棄権者数 投票率

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
第１投票区 

保健センター 806 865 1,671 592 634 1,226 214 231 445 73.45 73.29 73.37

第２投票区 
愛宕山公民館 242 234 476 208 195 403 34 39 73 85.95 83.33 84.66

第３投票区 
太田川公民館 163 195 358 124 128 252 39 67 106 76.07 65.64 70.39

第４投票区 
踏瀬生活改善センター 191 186 377 153 149 302 38 37 75 80.10 80.11 80.11

第５投票区 
堂ノ下集会所 246 248 494 184 193 377 62 55 117 74.80 77.82 76.32

第６投票区 
関和久宿集会所 588 606 1,194 395 421 816 193 185 378 67.18 69.47 68.34

第７投票区 
瀬知房生活改善センター 319 330 649 259 268 527 60 62 122 81.19 81.21 81.20

計 2,555 2,664 5,219 1,915 1,988 3,903 640 676 1,316 74.95 74.62 74.78

候補者別得票数
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平成２８年度　
泉崎村立泉崎幼稚園園児募集（３,4,5歳児）

○対象園児

○募集期間

○申込方法

○問合せ先

対象となる園児は、泉崎村に住所を有すること。
５歳児　平成２２年４月２日～平成２３年４月１日生まれ
４歳児　平成２３年４月２日～平成２４年４月１日生まれ
３歳児　平成２４年４月２日～平成２５年４月１日生まれ

平成２７年１１月２日（月）～１１月１３日（金）まで

所定の入園願書に必要事項を記入し、幼稚園に提出してください。
願書は幼稚園及び教育委員会にあります。
※3歳児対象の保護者には、案内と入園願書を送付します。

泉崎村立泉崎幼稚園　　　　　　　　　　　　　　℡０２４８－５３－２８１０
泉崎村教育委員会教育課学校教育Ｇ（資料館内）　℡０２４８－５４－１５３３

※泉崎幼稚園では「預かり保育」を実施しています。預かり保育を希望される保護者は、
幼稚園から「預かり保育登録申込書」を受け取り申し込みください。
　なお、国の子ども・子育て支援新制度の施行にともない、平成２８年度より放課後児
童クラブ（児童館）の入会は小学生のみとなります。兄姉が児童館に行っている場合で
も園児は幼稚園での預かり保育となります。

共働き家庭や留守家庭の小学校に就学している児童に対して、学校の余暇教室や児童館、公民館などで、放
課後等に適切な遊び、生活の場を与えて、その健全育成を図ることを目的とした事業です。（小学校６年生
までが対象となります。）
平成２８年度より、泉崎村では放課後児童クラブ（小学１年～小学６年生まで）をスタートします。

子ども子育て新制度後の放課後児童クラブ

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任

　

９
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
村
議
会

定
例
会
に
お
い
て
、
村
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
同
意
を
得
て
、
新
し
い
委
員
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
９
月
27
日
か
ら
３
年
間
で

す
。

○
氏
名　

小
林　

昭

○
住
所　

関
和
久
字
富
内
86

○
生
年
月
日

　

昭
和
23
年
12
月
30
日

　

泉
崎
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
は
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録

さ
れ
た
価
格
に
関
す
る
不
服
の
審
査

決
定
を
す
る
た
め
、
泉
崎
村
に
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
は
３
名
の
委
員
か
ら
構
成

さ
れ
て
お
り
、
各
委
員
の
任
期
は
３

年
間
で
す
。

　

村
総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
１
１
３

問
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秋
の
行
政
相
談
会

　

10
月
19
日
㈪
か
ら
25
日
㈰
は

「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。
行

政
相
談
は
、
役
所
（
国
、
県
及

び
市
町
村
）
や
特
殊
法
人
等
の

仕
事
に
関
し
て
、
苦
情
や
困
っ

て
い
る
こ
と
、
心
配
な
こ
と
、

分
か
ら
な
い
こ
と
、
要
望
し
た

い
こ
と
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
、

そ
の
解
決
を
お
手
伝
い
す
る
も

の
で
す
。

　

泉
崎
村
に
お
い
て
は
、
行
政

相
談
週
間
中
特
別
相
談
所
を
開

設
い
た
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

〇
日
時　

10
月
22
日
㈭

　

10
：
00
～
12
：
00
、
13
：
00

～
15
：
00

〇
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー

〇
相
談
員　

箭
内
憲
勝

　

住
所　

踏
瀬
字
踏
瀬
18

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
６
７
６

（
自
宅
）

労
働
困
り
ご
と
相
談
会

　

皆
さ
ん
の
職
場
の
中
で
起
き

て
い
る
賃
金
や
労
働
時
間
な
ど

の
労
働
条
件
、
解
雇
、
退
職
等

の
労
働
に
関
す
る
困
り
ご
と
や

疑
問
な
ど
に
つ
い
て
、
現
地
及

び
電
話
で
の
相
談
会
を
実
施
し

ま
す
。

　

相
談
会
は
無
料
で
す
。
ま
た
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
日
時　

10
月
18
日
㈰

　
　
　
　

９
：
00
～
17
：
00

〇
会
場　

　

郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

※
労
働
困
り
ご
と
相
談
は
、
平

日
の
来
所
・
電
話
・E-m
ail

等

で
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
４
・
５
２
１
・
７
５
９
４

電
子
メ
ー
ル
：roudousoudan@
pref.fukushim

a.lg.jp

無
料
法
律
相
談

　

福
島
県
弁
護
士
会
白
河
支
部

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

を
実
施
い
た
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

〇
日
時　

10
月
23
日
㈮

　
　
　
　

13
：
00
～
16
：
00

〇
場
所　

泉
崎
村
保
健
福
祉

　
　
　
　
　
　

総
合
セ
ン
タ
ー

　

泉
崎
村
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
５
５

心
の
相
談
会

　

心
理
士
に
よ
る
心
の
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

心
の
悩
み
で
お
悩
み
の
方
、

又
は
そ
の
家
族
の
方
は
こ
の
機

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
の
予
約
が
必
要

で
す
。

〇
日
時　

応
相
談

〇
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

　
　
　
　
　
　

総
合
セ
ン
タ
ー

　

住
民
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
３

心
配
ご
と
相
談
所

　

村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
心

配
な
こ
と
が
あ
っ
て
困
っ
て
い

る
方
の
た
め
に
、
心
配
ご
と
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
日
時　

10
月
10
日
㈯

　
　
　
　

10
：
00
～
12
：
00

〇
場
所　

泉
崎
村
保
健
福
祉

　
　
　
　
　
　

総
合
セ
ン
タ
ー

〇
相
談
員　

村
民
生
委
員

　

菊
地
行
雄
・
鈴
木
伸
二

　

泉
崎
村
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
５
５

休
眠
会
社
・
休
眠
一
般
法

人
の
整
理
作
業
の
実
施

　

法
務
局
で
は
、
休
眠
会
社
・

休
眠
一
般
法
人
の
整
理
作
業
を

行
い
ま
す
。

　

休
眠
会
社
・
休
眠
一
般
法
人

と
は
、
⑴
最
後
の
登
記
か
ら
12

年
を
経
過
し
て
い
る
株
式
会
社

（
特
例
有
限
会
社
は
含
ま
れ
ま

せ
ん
。
）
、
⑵
最
後
の
登
記
か

ら
５
年
を
経
過
し
て
い
る
一
般

社
団
法
人
又
は
一
般
財
団
法
人

（
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財

団
法
人
を
含
み
ま
す
。
）
を
い

い
ま
す
。

　

12
年
以
内
又
は
５
年
以
内
に

登
記
事
項
証
明
書
や
代
表
者
の

届
出
印
の
印
鑑
証
明
書
の
交
付

を
受
け
て
い
た
か
ど
う
か
は
、

問

問

問

問

相
　
談

案
　
内

インフォメーション Information
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関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
27
年
10
月
14
日
㈬
の
時

点
で
⑴
又
は
⑵
に
該
当
す
る
会

社
等
は
、
平
成
27
年
12
月
14
日

㈪
ま
で
に
「
ま
だ
事
業
を
廃
止

し
て
い
な
い
」
旨
の
届
出
又
は

登
記
（
役
員
変
更
等
の
登
記
）

の
申
請
を
し
な
い
限
り
、
解
散

し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
登
記

官
が
職
権
で
解
散
の
登
記
を
し

ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
法
務
局
Ｈ
Ｐ

（http://www.m
oj.go.jp/M

INJI/
m
inji06_00082.htm

l

）
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
お
近
く
の
法
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

福
島
地
方
法
務
局
法
人
登
記

部
門

☎
０
２
４
・
５
３
４
・
１
９
０
４

10
月
は
不
正
軽
油
撲
滅

強
化
月
間

　

県
で
は
、
10
月
を
「
不
正
軽

油
撲
滅
強
化
月
間
」
と
定
め
、

関
係
団
体
と
協
力
し
て
、
不
正

軽
油
の
排
除
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　

軽
油
に
課
せ
ら
れ
る
県
税
で

あ
る
軽
油
引
取
税
を
脱
税
す
る

目
的
で
、
軽
油
に
灯
油
や
重
油

を
混
ぜ
る
な
ど
し
て
製
造
さ
れ

る
燃
料
、
い
わ
ゆ
る
「
不
正
軽

油
」
が
正
常
な
軽
油
と
偽
っ
て

販
売
、
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
不
正
軽
油
は
、
悪
質
な

脱
税
行
為
で
あ
り
、
環
境
汚
染

や
エ
ン
ジ
ン
故
障
の
原
因
、
公

正
な
市
場
競
争
の
阻
害
、
更
に

は
暴
力
団
等
の
資
金
源
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　

「
不
正
軽
油
を
作
ら
な
い
・

売
ら
な
い
・
買
わ
な
い
・
使
わ

な
い
。
」

　

不
正
軽
油
の
防
止
・
撲
滅
に

は
、
県
民
の
皆
様
の
ご
協
力
と

情
報
提
供
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

不
正
軽
油
の
情
報
提
供
に
つ

き
ま
し
て
は
、
県
庁
税
務
課
ま

た
は
最
寄
り
の
地
方
振
興
局
県

税
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

県
庁
総
務
部
税
務
課

☎
０
２
４
・
５
２
１
・
７
２
０
５

FAX
０
２
４
・
５
２
１
・
７
９
０
５

電
子
メ
ー
ル
：zeim

u@
pref.

fukushim
a.lg.jp

　

県
南
地
方
振
興
局
県
税
部

☎
０
２
４
８
・
２
３
・
１
５
１
９

FAX
０
２
４
８
・
２
３
・
１
５
２
１

電
子
メ
ー
ル
：kennan.kenzei@

pref.fukushim
a.lg.jp

10
月
は
「
土
地
月
間
」、

10
月
１
日
は
「
土
地
の

日
」

　

土
地
は
、
国
民
の
た
め
の
限

ら
れ
た
貴
重
な
資
源
で
す
。

　

将
来
の
子
供
た
ち
の
た
め
、

明
日
の
豊
か
な
暮
ら
し
の
た
め

に
も
土
地
の
有
効
利
用
が
大
切

で
す
。

　

土
地
の
有
効
利
用
の
実
現
の

た
め
に
は
、
国
や
地
方
公
共
団

体
が
出
来
る
限
り
の
取
り
組
み

を
行
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
何
よ
り
も
土
地
施
策
へ
の

国
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
が
不
可
欠
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
毎

年
10
月
を
「
土
地
月
間
」
、
10

月
１
日
を
「
土
地
の
日
」
と
定

め
、
土
地
に
関
す
る
基
本
理
念

の
普
及
・
啓
発
活
動
の
充
実
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

「
土
地
月
間
」
で
は
、
国
と

地
方
公
共
団
体
さ
ら
に
は
関
係

団
体
等
が
主
体
と
な
っ
て
、
全

国
的
な
普
及
・
啓
発
活
動
を
展

開
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
豊
か
で
安
心

で
き
る
住
み
よ
い
社
会
を
築
い

て
い
く
た
め
に
、
皆
さ
ん
も
是

非
一
度
土
地
の
有
効
利
用
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

〇
実
施
期
間　

10
月
１
日
㈭
～

31
日
㈯

　

総
務
課
企
画
財
政
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
４
０
９

道
路
上
に
張
り
出
し
て

い
る
樹
木
の
伐
採
に
つ

い
て
（
お
願
い
）

　

樹
木
や
生
垣
の
伐
採
・
剪
定

を
し
て
適
切
な
管
理
を
し
ま
し

ょ
う
。
車
道
に
樹
木
や
生
垣
が

張
り
出
し
て
い
る
と
通
行
し
づ

ら
い
だ
け
で
な
く
、
交
通
障
害

を
引
き
起
こ
す
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

私
有
地
か
ら
張
り
出
し
て
い

る
樹
木
は
土
地
所
有
者
の
方
に

所
有
権
が
あ
る
た
め
、
村
で
伐

採
・
剪
定
が
で
き
ま
せ
ん
。

（
民
法
第
233
条
）

　

樹
木
や
生
垣
等
が
道
路
に
は

み
出
し
て
い
る
こ
と
が
原
因
で

事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
は
、

所
有
者
の
方
が
損
害
賠
償
責
任

を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
民
法
第
717
条
、
道
路
法
第
43

条
）

　

樹
木
や
生
垣
等
の
所
有
者
の

問問

問

問

インフォメーション Information
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皆
様
に
は
適
切
な
管
理
を
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

事
業
課
建
設
水
道
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
１
１
４

国
民
年
金
保
険
料
「
５

年
の
後
納
制
度
」
開
始

　

過
去
５
年
以
内
に
納
め
忘
れ

た
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
で
将
来
の
年
金
額
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
る
「
後
納
制

度
」
が
、
平
成
27
年
10
月
１
日

か
ら
３
年
間
限
り
特
例
と
し
て

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受

給
し
て
い
る
方
な
ど
は
、
後
納

制
度
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、

申
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
（
☎
５
７
０
・
０
１
１
・

０
５
０
）
ま
た
は
お
近
く
の
年

金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

白
河
年
金
事
務
所

☎
０
２
４
８
・
２
７
・
４
１
６
１

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運

動
が
は
じ
ま
る
よ
！

　

全
国
一
斉
に
実
施
す
る
「
赤

い
羽
根
共
同
募
金
運
動
」
が
今

年
も
は
じ
ま
り
ま
す
。

　

10
月
１
日
よ
り
自
治
組
合
長

へ
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
赤
い
羽
根
共
同

募
金
は
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
団
体
か
ら
、

助
成
要
望
額
（
備
品
費
や
活
動

資
金
）
の
申
請
を
も
と
に
助
成

計
画
を
た
て
て
、
そ
の
計
画
額

を
目
標
額
と
し
て
行
い
ま
す
。

　

目
標
額
を
達
成
す
る
た
め
に

目
安
額
（
900
円
）
を
提
示
し
て

い
ま
す
が
、
各
ご
家
庭
相
応
の

ご
協
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
結
構

で
す
。

　

今
年
も
み
な
さ
ま
の
温
か
い

ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
た

し
ま
す
。

平
成
26
年
度
実
績
額

　

１
，
３
８
４
，
３
３
０
円

平
成
27
年
度
目
標
額

　

１
，
３
５
０
，
０
０
０
円

　

泉
崎
村
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
５
５

つ
つ
が
虫
病
の
予
防
と

対
応

　

10
月
～
12
月
に
か
け
て
、
つ

つ
が
虫
病
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

例
年
の
発
生
報
告
は
こ
の
時
期

に
集
中
し
て
い
ま
す
。

１　

つ
つ
が
虫
病
っ
て
ど
ん
な

病
気
？

　

病
原
体
（
つ
つ
が
虫
病
リ
ケ

ッ
チ
ア
）
を
保
有
す
る
ツ
ツ
ガ

ム
シ
（
ダ
ニ
）
の
幼
虫
に
刺
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
皮
感
染

す
る
急
性
感
染
症
で
す
。

　

ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
に
は
直
接
感

染
し
ま
せ
ん
。
発
生
の
時
期
は

春
～
初
夏
、
秋
～
冬
。

２　

つ
つ
が
虫
病
の
症
状
は
？

〇
潜
伏
期　

５
～
14
日
前
後

〇
症
状　

初
期
症
状
「
風
邪
」

の
症
状
に
似
て
い
る
。
頭
痛
、

倦
怠
感
等
、
発
熱(

38
～
40
℃)

、

発
疹
（
発
熱
か
ら
３
～
５
日
後

位
）
、
リ
ン
パ
節
腫
大
、
皮
膚

に
か
さ
ぶ
た
を
伴
っ
た
特
徴
的

な
ツ
ツ
ガ
ム
シ
の
刺
し
口
等

３　

つ
つ
が
虫
病
の
予
防
方
法

は
？

〇
山
、
草
地
に
入
る
場
合
や
農

作
業
を
行
う
場
合
は
、
ツ
ツ
ガ

ム
シ
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
、

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
ゴ
ム
長
靴
、

ゴ
ム
手
袋
を
着
用
し
、
肌
の
露

出
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
ま

し
ょ
う
。

〇
衣
類
を
草
む
ら
に
置
い
た
り
、

草
む
ら
に
直
接
座
っ
た
り
、
寝

転
ん
だ
り
、
用
便
を
し
た
り
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〇
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
（
医
薬
品

【
デ
ィ
ー
ト
12
％
含
有
】
等
）

を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

〇
作
業
後
は
、
入
浴
や
シ
ャ
ワ

ー
な
ど
し
て
着
替
え
ま
し
ょ
う
。

万
一
付
着
し
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
ツ
ツ
ガ
ム
シ
を
洗
い
落
と

し
ま
し
ょ
う
。

〇
着
用
し
て
い
た
衣
類
は
、
そ

の
ま
ま
放
置
せ
ず
洗
濯
し
ま
し

ょ
う
。

　

福
島
県
県
南
保
健
福
祉
事
務

所
医
療
薬
事
課
感
染
症
予
防
チ

ー
ム

☎
０
２
４
８
・
２
２
・
６
４
０
５

い
ず
み
ざ
き
む
ら
音
楽

祭
　

い
ず
み
ざ
き
む
ら
音
楽
祭
は
、

村
内
の
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中

問

問

問

催
　
し

問
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学
校
、
音
楽
活
動
団
体
と
一
緒

に
、
音
楽
を
楽
し
み
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
調
和
を
目
指
す

音
楽
祭
で
す
。

○
日
時　

10
月
31
日
㈯

　
　
　
　

９
：
30
開
始

○
場
所　

泉
崎
中
学
校
体
育
館

○
出
演
団
体　

幼
稚
園
、
小
学

校
、
中
学
校
、
音
楽
活
動
団
体

等
　

教
育
課
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
３
３

泉
崎
横
穴
墓
一
般
公
開

　

泉
崎
横
穴
は
、
昭
和
８
年
に

東
北
地
方
で
は
じ
め
て
発
見
さ

れ
た
装
飾
横
穴
墓
で
す
。
横
穴

の
内
部
に
は
赤
色
の
顔
料
に
よ

っ
て
人
や
馬
、
渦
巻
き
な
ど
の

絵
が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。
発

掘
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
遺
体
や

骨
な
ど
は
発
見
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
墓
に
葬
ら
れ
た
人
物

が
身
に
つ
け
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
刀
や
一
緒
に
置
か
れ
た
土

器
な
ど
の
副
葬
品
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
ら
副
葬
品
か
ら

こ
の
横
穴
墓
が
、
今
か
ら
約

１
４
０
０
年
前
の
古
墳
時
代
に

つ
く
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
絵
が
描
か
れ
た
横
穴
墓
は
、

福
島
県
内
で
は
太
平
洋
側
の
浜

通
地
方
で
多
く
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
中
通
り
や
会
津
地
方

で
は
今
の
と
こ
ろ
泉
崎
横
穴
だ

け
で
い
ま
だ
謎
が
多
く
残
っ
て

い
ま
す
。

〇
所
在
地

　

泉
崎
村
大
字
泉
崎
字
白
石
山

〇
日
時　

10
月
10
日
㈯

10
：
00
～
12
：
00
、
13
：
00
～

15
：
00

※
装
飾
壁
画
保
存
の
た
め
限
ら

れ
た
時
間
の
公
開
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

泉
崎
村
教
育
委
員
会

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
３
３

し
ら
か
わ
障
害
者
就
職

面
接
会

　

企
業
と
就
職
を
希
望
す
る
求

職
登
録
中
の
障
害
者
を
対
象
に

障
害
者
就
職
面
接
会
を
開
催
し

ま
す
。

〇
日
時　

10
月
22
日
㈭

　
　
　
　

13
：
30
～
16
：
00

〇
会
場　

　

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
白
河

〇
事
業
主
の
皆
さ
ま
ヘ

　

障
害
者
雇
用
に
つ
い
て
ご
検

討
い
た
だ
き
、
面
接
会
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
（
求
人
の
提
出
な

ど
事
前
の
お
申
し
込
み
が
必
要

で
す
）
。

〇
就
職
を
希
望
す
る
求
職
登
録

中
の
障
害
者
の
皆
さ
ま
ヘ

　

企
業
の
採
用
担
当
者
と
直
接

お
話
で
き
る
良
い
機
会
で
す
の

で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河
求
人
・

専
門
援
助
部
門

☎
０
２
４
８
・
２
４
・
１
２
５
６

第
24
回
全
国
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ふ
く
し
ま

　

全
国
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関

係
者
が
集
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
つ
い
て
情
報
交
換
、
研
究

競
技
等
を
通
し
交
流
を
深
め
る

「
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
今
年
度
は
福
島

県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
福
島
県

で
は
東
日
本
大
震
災
以
降
、
支

援
を
い
た
だ
い
た
全
国
の
皆
さ

ま
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
、

復
興
へ
の
取
り
組
み
の
あ
り
方

を
考
え
ま
す
。
そ
し
て
震
災
の

経
験
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

未
来
へ
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

〇
期
日　

　

11
月
21
日
㈯
、
22
日
㈰

〇
日
程

【
21
日
】
開
会
式
、
基
調
講
演
、

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
、
交
流
会
等

【
22
日
】
分
科
会
・
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
、
閉
会
式

〇
会
場　

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ

く
し
ま
等

※
詳
し
く
は
社
会
福
祉
法
人
福

島
県
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

http://www.fukushimakenshakyo.
or.jp/vffukushima/index.html

　

泉
崎
村
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
５
５

｢

盲
導
犬｣

・｢

点
字｣

ふ
れ
あ
い
体
験

〇
日
時　

11
月
15
日
㈰

　
　
　
　

10
：
00
～
15
：
00

〇
場
所　

　

矢
吹
町
文
化
セ
ン
タ
ー

〇
内
容　

盲
導
犬
や
白
杖
の
紹

介
、
歩
行
体
験
等

〇
参
加
費　

無
料(

申
込
不
要)

〇
対
象
者　

ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

　

福
島
県
点
字
図
書
館
（
月
曜

・
祝
日
は
休
館
）

☎
０
２
４
・
５
３
１
・
４
９
５
０

泉
崎
南
東
北
公
開
講
座

〇
期
日　

10
月
24
日
㈯

〇
開
場　

13
：
30
～

〇
開
演　

14
：
00
～
15
：
00

〇
場
所　

泉
崎
村
保
健
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー　

集
団
検
診
室

〇
入
場　

無
料

〇
演
題　

一
般
的
な
外
科
は
、

こ
の
30
年
で
ど
う
変
わ
っ
て
き

た
か
？

〇
講
師　

泉
崎
南
東
北
診
療
所

　

消
化
器
外
科

　

副
所
長　

内
藤
梓　

先
生

　

泉
崎
南
東
北
診
療
所

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
３
４
１
５

問

問

問

問

問問

自衛隊による救助訓練

インフォメーション Information
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　２人に１人ががんになり、３人に１人ががんで亡くなる時代。早期には自覚症状ないため見つかった時には進
行している場合が多いです。でも、早期発見・早期治療をすれば、８０～９０％以上が治せます。自覚症状のな
い早期がんを発見するためには「がん検診」が必要です。今年度まだ受診していない方が対象です。特定健診も
受けられます。ぜひ検診を受けましょう。

種　類 対　象 検査方法 費　用 実施場所

胃がん
検診

30歳以上

○問診
①胃部エックス線検査（バリウム
検査）
②胃内視鏡検査（胃カメラ検査）
※①または②
※胃カメラは施設検診のみ

14,300円相当の検診
が1,000円で受けられ
ます。
※集団検診は無料

＜施設検診＞
10月31日（土）ま
で指定医療機関で受
けられます。

＜集団検診＞
11月21日（土）保
健福祉総合センター
で実施します。

肺がん
検診

40歳以上
※集団検診は19歳

以上

○問診
○胸部エックス線検査
○喀痰検査（喫煙指数が高い方な
ど一部の対象者のみ）

3,800円相当の検診が
無料で受けられます。

大腸がん
検診

40歳以上
○問診
○便潜血反応検査（検査キットで
大便を2日分とります）

3,300円相当の検診が
無料で受けられます。

乳がん
検診

40歳以上偶数年齢
の女性

※2年に1回

○問診
○視触診
○マンモグラフィ検査

7,600円相当の検診が
無料で受けられます。

＜施設検診＞
12月19日（土）ま
で指定医療機関で受
けられます。

子宮頸がん
検診

20歳以上の女性
○問診
○子宮頚部細胞診（ブラシなどで
細胞をこすり取ります）

7,840円相当の検診が
700円で受けられます。
※集団検診は無料

前立腺がん
検診

50歳以上の男性
※集団検診のみ実施

○血液検査（血液中のPSAを測
定します）

2.160円相当の検診が
無料で受けられます。

＜集団検診＞
11月21日（土）保
健福祉総合センター
で実施します。

※詳しくは、配布されたチラシをご覧になるか、住民福祉課福祉グループ（保健福祉総合センター内）へお問い
合わせください。☎0248-54-1333

あなたに受けてほしい検診があります～今年度、検診を受けられるラストチャンス！～

泉崎村で受けられるがん検診　※泉崎村では、集団検診は無料で受けられます！

がんの治療から５年後生存している人の割合

福祉グループ　☎５４・１３３３
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こ
の
細
菌
は
、
昔
々
か

ら
、
大
き
な
顔
を
し
て
、

胃
の
中
に
住
ん
で
い
ま
し

た
が
、
確
認
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
極
め
て

最
近
の
こ
と
で
す
。
取
り

出
し
て
、
培
養
で
き
る
技

術
が
確
立
で
き
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
り
ま
す
。

一
九
八
三
年
に
、
こ
の
こ

と
を
成
し
遂
げ
た
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
人
の
ロ
ビ
ン
・

ウ
ォ
ー
レ
ン
と
バ
リ
ー
・

マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
十
年
前

の
二
〇
〇
五
年
に
ノ
ー
ベ

ル
賞
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
細
菌
が
、

な
ぜ
重
要
な
の
か
と
言
い

ま
す
と
、
ピ
ロ
リ
菌
は
、

胃
炎
、
潰
瘍
、
癌
、
血
液

疾
患
に
強
く
関
与
す
る
こ

と
が
、
し
だ
い
に
、
明
ら

か
に
な
っ
て
き
た
か
ら
で

す
。
と
く
に
、
胃
癌
を
引

き
起
こ
す
こ
と
が
分
か
っ

て
き
て
か
ら
は
、
ピ
ロ
リ

菌
を
退
治
す
る
除
菌
療
法

が
、
潰
瘍
の
再
発
防
止
の

み
な
ら
ず
、
胃
癌
の
予
防

的
な
治
療
法
と
し
て
、
積

極
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

二
〇
一
三
年
か
ら
は
、

胃
炎
に
対
し
て
の
ピ
ロ
リ

菌
除
菌
療
法
が
、
保
険
適

用
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
胃
炎
は
、
か
な
り
守

備
範
囲
の
広
い
病
態
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
胃
炎
に
関

し
て
は
、
「
内
視
鏡
に
て
、

胃
炎
の
確
定
診
断
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
」
が
、
ピ

ロ
リ
菌
検
査
に
保
険
を
使

う
た
め
の
前
提
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ピ
ロ
リ
菌
の
存
在
を
確

か
め
る
検
査
は
、
い
く
つ

か
あ
り
ま
す
。
良
く
行
わ

れ
る
検
査
法
を
、
列
記
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
内
視
鏡

を
実
施
し
て
、
生
検
で
つ

ま
ん
だ
胃
の
粘
膜
を
使
い
、

顕
微
鏡
で
の
ぞ
い
て
、
ピ

ロ
リ
菌
を
見
つ
け
る
方
法
、

培
養
し
て
ピ
ロ
リ
菌
を
増

殖
さ
せ
る
方
法
。
以
前
は

こ
の
よ
う
な
直
接
的
な
検

査
が
主
流
で
し
た
。

　

胃
液
は
、
塩
酸
の
た
め
、

強
い
酸
性
を
呈
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
に
、
し
ぶ
と
く

生
息
す
る
ピ
ロ
リ
菌
は
、

胃
液
の
中
の
尿
素
を
分
解

し
て
得
た
ア
ン
モ
ニ
ア
で

身
を
包
み
、
自
ら
の
身
を

守
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー

・
ピ
ロ
リ
菌
（
Ｈ

Ｐ
）
に
つ
い
て

※都合により診療時間や医師の変更がある場合がありますので、詳しい診療案内等は当診療所へお電話にてお
　問い合わせください。
※ 10/2（金）終日、10/8（木）午前中、内藤先生不在となります。
※小児科の受付は 14：30 までとなります。水曜日の受付は 14：30 までとなります。
※二種混合、麻疹、風疹などの予防接種は随時実施しております。
※日曜・祝祭日・年末年始の休日の当番医は☎ 0248-23-9909（しらかわ情報センター）で確認いただけます。
　泉崎南東北診療所　☎ 0248-53-2415

診療所外来 10月担当医
月 火 水 木 金 土 日

午　前
受付時間
8：30～
11：30

小林利男
整形外科・内科

小林利男
整形外科・内科

小鹿山博之
内科・脳外科

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科 

総合南東北病院
心臓血管外科

休

診

小林奈美江
眼科

内藤　梓
消化器内科・外科 

内藤　梓
消化器内科・外科
10/1.15.22.29 

小林利男
整形外科・内科

10/2

消化器内科医師
第1・3・5土曜日

小児科医師
10/8

内藤　梓
第2・4土曜日

午　後
受付時間

13：30～
16：00

北原正樹
内科・形成・皮膚・禁煙

内藤　梓
消化器内科・外科 

小鹿山博之
内科・脳外科

内藤　梓
消化器内科・外科 

内藤　梓
消化器内科・外科

小林利男
第1・3・5土曜日

小林利男
整形外科・内科

小林利男
整形外科・内科

小林利男
整形外科・内科

10/2

内藤　梓
第2・4土曜日

緑川博文
心臓血管外科

小児科医師
10/8

10/5 月曜日午後
（14：00～16：30）

小児科 10/8 木曜日
 受付14：30まで

ピ
ロ
リ
菌
に
よ
っ
て
、
分

解
さ
れ
た
ア
ン
モ
ニ
ア
や

二
酸
化
炭
素
の
量
を
量
る

こ
と
で
、
ピ
ロ
リ
菌
の
存

在
を
、
裏
付
け
る
検
査
法
。

ユ
ー
ピ
ッ
ト
検
査
が
代
表

的
な
方
法
で
す
。

　

ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
が
起

こ
れ
ば
、
体
の
中
で
、
ピ

ロ
リ
菌
抗
体
が
作
ら
れ
ま

す
の
で
、
そ
の
抗
体
を
調

べ
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
除
菌
に
よ
っ
て
、

抗
原
の
ピ
ロ
リ
菌
が
い
な

く
な
っ
て
も
、
抗
体
は
、

長
い
間
、
痕
跡
と
し
て
残

り
ま
す
の
で
、
半
年
以
上

の
経
過
を
経
な
い
と
、
除

菌
が
成
功
し
て
も
ピ
ロ
リ

菌
陽
性
と
判
定
と
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

上
部
消
化
管
内
視
鏡
に

つ
い
て
、
詳
し
く
は
受
付

ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

○
担
当
医

　

内
藤　

梓　

先
生

問
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一　般　書 児　童　書 え　ほ　ん
  火花
　　　   又吉　直樹著／文芸春秋
　　　　  　　　　　(2015年刊)

  キミはたからもの。
  わんこ大スキ・委員会著／汐文社
　　　　　　　　　　(2014年刊)

  昆虫の迷路　秘密の穴をとおって
  虫の世界　　　　香川　元太郎著
　　　　　PHP研究所(2010年刊)

  ラプラスの魔女
　　東野　圭吾著／KADOKAWA
　　　　　　　　　　(2015年刊)

  ブロード街の１２日間
  　　　　　デボラ・ホプキンリン著
　　　　あすなろ書房(2014年刊)

  ありとすいか
　　たむら　しげる著／ポプラ社
　　　　　　　　　　(2002年刊)

  塾の先生が教える13歳からの学力
  が伸びる子の習慣　佐鳴予備校著
　　　　KADOKAWA(2015年刊)

  日本の歴史１　日本のはじまり
      岩本　佳浩画／KADOKAWA
　　　　　　　　　　(2015年刊)

  いぬのおしりのだいじけん
  ピーター・ベントリー著／ほるぷ出版
　　　　　　　　　　(2012年刊)

  朝が来る
　　　　辻村　深月著／文藝春秋
　　　　　　　　　　(2015年刊)

  ドラゴンのなみだ
  佐々木　ひとみ著／学研教育出版
　　　　　　　　　　(2012年刊)

  きょうのおやつはかがみのえほん
  わたなべ　ちなつ著／福音館書店
　　　　　　　　　　(2014年刊)

  実用庭木図鑑　シンボルツリーに
  最適！大人気の庭木ベスト２０
　　　　　　　　　　(2015年刊)

  山賊のむすめローニャ
  アストリッド・リンドグレーン著
　　　　　　岩波書店(2001年刊)

  そらまめくんのあたらしいベッド
　　　　なかや　みわ著／小学館
　　　　　　　　　　(2015年刊)

１

３
２

４
５

８月の人気の本　べスト５

　  泉崎図書館
☎５３・４７７９

調査対象期間：2015.8.1～8.31

　「図書館の本を見ているだけで楽しい！」や「本を選びながら勉強できるのが良い」と話
してくれた楓さんと清吾くん。楓さんが好きな本は、物語や小説全般です。清吾くんが好き
な本は、迷路や探し絵、恐竜の本です。

《図書館からのお知らせ》

橋本　楓さん（９歳）　清吾くん（７歳）　……… 字岩崎

図書館のいずみ　 P a r t 18

　図書館では、《希望の図書》を受付しています。読みたい本が
ありましたら図書館までお知らせください。購入し、貸出いたし
ます。刊行年が古く入手困難な本に関しては相互貸借サービスに
て他の図書館から借用できますので併せてご利用ください。

　「古事記」、「源氏物語」など長い間、読みつがれている話を田辺聖子さん独自の解釈で
書かれている作品など多数収録しています。２５巻揃っているので、これからの秋の夜長の
お供にいかがですか？

《おすすめの本》
『田辺聖子全集　全２５巻』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田辺　聖子著／集英社（２００６年刊）
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会場：　幼稚園　　第一小学校　　第二小学校　　中学校　　保育所　　児童館　　保健センター　　公民館　　資料館
　　　　トレーニングセンター　　弓道場　　ソフト球場　　さつき球場

幼 一 二 中 育 保児 公 資
さト 弓 ソ

月の休日当番医10

10／11
12

18

25

 １

 ３
 ８

（日）
（月）

（日）

（日）

（日）

（火）

（日）

ねもとキッズクリニック
☎ 21・5623（白河市立石山）
岡 﨑 小 児 科 内 科 医 院
☎ 23・7811（白河市結城）
関 　 医 　 院	
☎ 23・3003（白河市横町）
樋 口 小 児 ク リ ニ ッ ク
☎ 42・2040（矢吹町大久保）
みうら小児クリニック	
☎28・1001（白河市石阿弥陀）
わたなべ子どもクリニック	
☎ 21・2166（白河市老久保）
ねもとキッズクリニック
☎ 21・5623（白河市立石山）

ニ ュ ー ロ ク リ ニ ッ ク
☎24・4111（西郷村下前田東）
野村貫成堂クリニック
☎ 23・3071（白河市新白河）
明 渓 醫 院
☎ 27・3060（白河市明戸）
お お ほ り ク リ ニ ッ ク
☎ 41・2311（矢吹町八幡町）
吉 田 外 科 医 院
☎ 23・4033（白河市年貢町）
よこむら整形外科クリニック
☎ 21・1455（白河市老久保）
わ た な べ 内 科 医 院
☎ 22・1531（白河市新白河）

白河みなみ歯科クリニック
☎ 24・3730（白河市薄葉）
五 十 嵐 歯 科 医 院
☎ 23・3473（白河市本町）
岩 谷 歯 科 医 院
☎ 42・4363（矢吹町中町）
海 野 歯 科 医 院
☎ 25・7474（西郷村米）
か た の 歯 科 医 院
☎ 22・8833（白河市結城）
河 島 歯 科 医 院
☎ 23・2739（白河市天神町）
国 馬 歯 科 医 院
☎ 45・2781（矢吹町奉行塚）

今 月 の 行 事 【 10月10日～11月９日】
　休日窓口開庁日（役場・社協）
　　心配ごと相談所開設
　　第３回奉仕作業
　泉崎横穴一般公開
　　グラスアート教室

　休日窓口開庁日（役場・社協）

　休日窓口開庁日（役場・社協）

　　貯筋会
　　フラダンス教室
　　英会話教室
　●可燃ごみ

　▲資源ごみ

　　ヨーガ教室
　成人学級遠足

　　泉っ子ウォークラリー
　成人学級遠足
　●可燃ごみ■不燃ごみ
　休日窓口開庁日（役場・社協）
　　もちつき会
　　親子いも煮会
　　庭木剪定教室

　休日窓口開庁日（役場・社協）
　消防団秋季検閲

　献血
　　貯筋会
　　フラダンス教室
　　英会話教室
　●可燃ごみ

（火）

（木）

（金）

13

15
16

19

20

（日）

14

（土）

（土）

保
育

ト
ト

公

公

弓

一

　　村民文化祭
　産業収穫祭　
　休日窓口開庁日（役場・社協）
　介護保険料第４期納期限
　水道料金第４期納入期限
　国民健康保険税第４期納期限
　村営住宅使用料10月分納入期限
　村県民税第３期納期限
　後期高齢者医療保険料第３期納期限
　　自由参観
　　三者面談
　　クック&クッキング

　休日窓口開庁日（役場・社協）

　　自由参観
　　三者面談
　　ノーメディアデイ
　▲資源ごみ◆粗大ごみ戸別収集

　　三者面談
　　なかよしクラブ自由参観日

　　三者面談
　●可燃ごみ

　休日窓口開庁日（役場・社協）　
　	　　学習発表会　　　　

　休日窓口開庁日（役場・社協）　
　　泉崎村芸能発表会
　　協会長杯ソフトボール大会
　　絵画教室　　　
　休肝日
　　三者面談
　　防火呼びかけ
　　　振替休日

９

２

幼

公

公

公

二

二

二

一

一

一

一

保

10

1111

17

　　研修会（午前保育）
　▲資源ごみ　

　　ヨーガ教室
　　なかよしクラブ自由参観日

　　無料法律相談
　●可燃ごみ
　休日窓口開庁日（役場・社協）
　児童館職員視察研修会
　　白樺祭　

　休日窓口開庁日（役場・社協）

　　手づくり弁当の日

　　参観日
　　貯筋日
　　フラダンス教室
　　英会話教室
　●可燃ごみ
　　３歳児健診
　▲資源ごみ
　休肝日
　　マラソン大会
　　自由参観
　　自由参観
　●可燃ごみ■不燃ごみ
　休日窓口開庁日（役場・社協）
　　村民文化祭
　泉崎村音楽祭

（木）

（木）

（金）

（金）

26

27

28児

公

保

ト
ト

（土）
25

24

（日）

（月）

５

（月）

（月）

29

６

（水）
（水）

（水）

（水）

４

（木）

（日）

（日）

７
（土）

８

小児科 内科・外科 歯科

皆さまの食卓へ本物と笑顔をお届け。
自家農場産「夢味ポーク」は、

健康・美味・新鮮のこだわりのブランドポーク。
まごころこめた豚肉と自家製ハム・
ソーセージをぜひご賞味ください。

11／

※急患のための制度です。［診療時間　9時～17時］
※変更等もありますので受診前に確認してください。
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（月）



広報
いずみざき21

ベ
ビ
ー
靴
枯
野
の
色
の
は
じ
ま
れ
り　
　
　
　

政　

夫

秋
霖
に
泛
か
ひ
て
艦
と
な
る
校
舎　
　
　
　
　
　

々

身
に
入
む
や
じ
つ
と
見
つ
め
る
栗
毛
馬　
　
　

潤　

子

白
き
山
羊
秋
霖
は
声
ふ
る
は
せ
て　
　
　
　
　
　

々

台
風
の
中
に
ゐ
て
髪
重
く
な
り　
　
　
　
　
　

和　

子

切
株
の
隙
き
間
に
ひ
ょ
ん
と
毒
菌　
　
　
　
　
　

々

濡
れ
て
ど
れ
も
本
当
の
色
千
草
か
な　
　
　
　

栄　

子

馬
の
目
の
哀
し
新
藁
食
む
と
い
ふ　
　
　
　
　
　

々

地
べ
た
ま
で
届
く
口
元
馬
の
秋　
　
　
　
　
　

秀　

治

重
陽
や
農
学
校
の
寮
二
棟　
　
　
　
　
　
　
　
　

々

秋
霖
や
ど
の
樹
も
遠
き
目
し
て
立
て
り　
　
　

慶　

奈

午
眠
し
農
学
校
の
木
の
実
落
つ　
　
　
　
　
　
　

々

そ
ぞ
ろ
寒
厩
舎
に
ひ
と
つ
物
語　
　
　
　
　
　

圭　

子

雨
二
日
打
た
れ
て
強
き
猫
じ
ゃ
ら
し　
　
　
　
　

々

姉
よ
り
も
妹
多
弁
夏
休
み　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ
え

第
二
子
の
胎
動
た
し
か
盆
踊
り　
　
　
　
　
　
　

々

馬
の
仔
の
青
北
風
に
澄
む
も
の
問
ふ
眼　
　
　

光　

郎

掌
を
つ
な
ぎ
滑
子
ふ
り
向
く
雨
の
中　
　
　
　
　

々

黒
山
羊
の
野
分
の
声
と
な
り
に
け
り　
　
　
　

直　

子

さ
ら
さ
ら
と
雨
の
走
れ
る
初
紅
葉　
　
　
　
　
　

々

　

鑑
賞
句　

流
れ
く
る
菊
や
芥
や
懐
手　
　
　
　
　
　

大
木
あ
ま
り

　

台
風
か
洪
水
で
増
水
し
た
濁
流
の
川
に
菊
の
花
や
諸
々
の
ご
み
が
流

さ
れ
て
く
る
。
困
っ
た
と
か
汚
い
等
と
言
わ
な
い
で
、
や
り
き
れ
な
い

気
持
を
懐
手
（
ふ
と
こ
ろ
て
）
と
言
う
言
葉
で
表
現
し
ま
し
た
。
俳
句

の
醍
醐
味
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
五
十
嵐
直
子
）

お
子
さ
ま
の
名
前
（
父
・
母
氏
名
）

お
め
で
た

こ
ち
ら　

戸
籍
窓
口

Coupon
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

日帰り入浴　１００円割引券
有効期限：H27.11.30

●１枚につき１名１回限り有効●併用、換金不可

10 Coupon
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

日帰り入浴　１００円割引券
有効期限：H27.11.30

●１枚につき１名１回限り有効●併用、換金不可

Coupon
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

日帰り入浴　１００円割引券
有効期限：H27.11.30

●１枚につき１名１回限り有効●併用、換金不可

行
武　

誠せ
い
ご梧

く
ん

　
（
勝
三
さ
ん
・
美
穂
さ
ん
）

大
森　

愛あ
い
な奈

ち
ゃ
ん

　
（
竜
也
さ
ん
・
有
莉
さ
ん
）

鈴
木　

渓け
い

く
ん

　
（
一
樹
さ
ん
・
夏
海
さ
ん
）

髙
橋　

璃り

こ子
ち
ゃ
ん

　
（
桃
次
郎
さ
ん
・
真
理
さ
ん
）

松
川　

優ゆ

ら良
く
ん

　
（
雅
徳
さ
ん
・
ゆ
う
き
さ
ん
）

佐
藤　

凛り
ん
た
ろ
う

汰
郎
く
ん

　
（
政
伸
さ
ん
・
美
紀
さ
ん
）

小
林　

和
真
さ
ん

　
　
　

奈
美
さ
ん

星　
　

一
也
さ
ん

　
　
　

順
子
さ
ん

熊
井　

文
子
さ
ん	（
93
歳
）

海
上　

愛
子
さ
ん	（
95
歳
）

小
針
ハ
ナ
ヨ
さ
ん	（
91
歳
）

久
保
木
シ
ン
さ
ん	（
88
歳
）

小
玉　

正
美
さ
ん	（
95
歳
）

お
祝
い

お
悔
や
み

10 10

基準日

男

女

女

男

９月１日
現在

世帯数
（戸）村の人口（人）

3,361

3,211

3,356

3,214
6,570 2,046

2,0456,572８月１日
現在
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地域で輝くヒトやモノをご紹介

Happy Birthday
は っ ぴ い　 ば あ す で い

今月１歳の誕生日

リレートーク 澤田優子さん（字前寄井）

次回は塩田真実さんに
バトンタッチ！

　私は泉崎に住んで、ちょうど１５

年になります。

　高校生の息子と中学生の娘と３人

で暮らしています。

　泉崎にきてから１５年の間に、村

内で３回も引っ越しをしました。

　その度に近所の方や友人に助けて

いただき、スポ少や部活の保護者の

方々にも沢山支えていただきました。

本当に感謝しています。

　今は、家事に仕事に子育てにと忙

しい毎日ですが、子供たちも大きく

なり改めて振り返ってみると、あっ

という間だったような気がします。

　あと数年で自立していく子供たち。

それぞれが自分の目標に向かって頑

張っていけるよう、親として見守っ

ていけたらと思っています。

　アウトドアやスポーツが好きなの

で、忙しい毎日が一段落したら、少

しずつ楽しめたらいいかなぁと思い

ます。

佐川華
はな

ちゃん
（字如信沢）

No. 発
行
・
編
集
　
泉
崎
村
役
場
総
務
課
企
画
財
政
グ
ル
ー
プ

T
EL 0248 -53 -2409  FA

X
 0248 -53 -2958

〒
969-0101　
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白
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大
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字
新
宿
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ム
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ア
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レ
ス

http://w
w

w
.vill.izum

izaki.fukushim
a.jp/

５７8

い
ず
み
ざ
き

広
報

平
成

27年
10月

１
日

発
行（

毎
月

１
日

発
行

）

176

高根地区で子安講や数珠繰りで使用していたと思われる掛軸と大数珠の供養
祭を開催
　９月５日（土）高根生活改善センターで高根地区の女性が集まって、高根
西福寺仏具永代供養が行われました。
　今年７月に西福寺で保管されていた霊柩車を処分するため、魂抜きお清め
法要をした際に、仏殿から掛軸と大数珠が見つかりました。
　見つかった掛軸の箱には明治４０年作と思われる記載があり、今年は１０
８年目に当たる年のため、何かしらの縁があると思い、また、今後の維持管
理を考え、高根生活改善センターに移すことになり今回の供養祭を行うこと
となりました。
　供養祭は昌建寺住職の御厚意により宗派を超えて営まれました。また、見
つかった３幅の掛軸に昌建寺住職からお名前をいただき、「大変ありがたい
ことだ」と年長者がよろこんでいました。
　供養の後、女性たちが中心となり参加者全員で「なんまいだんぶ」とお唱
えしながら数珠をまわし、大数珠の大きな房の部分が自分に廻ってくると、
房に向かって頭をたれ、気持ちを込めて祈り、房を額に戴きながら廻してい
ました。

今回見つかった掛軸の一つ

参加者全員で行った数珠繰り


